










気管支喘息の発症には,種々の因子が関与しているので,その治療も多面的に行

われなければならない。特に重症になると,患児の生活には制限が多くなり,患

児側も少しの喘鳴を気にして学校は休みがち,薬に頼り,体育は見学,入浴も制

限し,ますます神経質になっていく一方,母親の方も長年の病院通い,夜毎の看

病に疲れ,われわれの親子関係テストの結果では,積極的,消極的拒否型を示し

たものが 416 例中 104 例と 25%にみられている(表 1)。


